
今
回
は
、
都
留
文
科
大
学
の
あ
ゆ
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
市
は
、
都
留
文
科
大
学
を
核
に
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
学
生
が
集
う
学
問
や
文

化
・
芸
術
が
融
合
し
た
知
的
風
土
を
醸
し
だ
す
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
28
年
４
月
、
都
留
文
科
大
学
の
前
身
で
あ
る
山
梨
県
臨
時
教
員
養
成
所
が
、
当

時
の
谷
村
高
等
学
校（
旧
谷
村
高
等
女
学
校
）の
校
舎
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
教
員
養
成
所
は
、
２
年
間
で
71
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
後
、
昭
和
30
年
４
月

に
、
都
留
市
立
都
留
短
期
大
学
に
改
編
さ
れ
、
更
に
、
昭
和
35
年
４
月
、
４
年
制
の
都

留
文
科
大
学
に
昇
格
し
、
文
学
部
が
置
か
れ
、
学
部
に
は
初
等
教
育
学
科
、
国
文
学
科

と
聴
講
生
課
程
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
38
年
に
英
文
学
科
、
昭
和
62
年
に
社
会
学
科
、
平
成
５
年
に
は
比
較

文
化
学
科
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
、
現
在
、
文
学
部
５
学
科
に
そ
れ
ぞ
れ
大
学
院
を
持

ち
、
名
実
と
も
に
、
全
国
に
誇
れ
る
公
立
大
学
と
し
て
、
充
実
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
56
年
５
月
　
本
部
棟
完
成

昭
和
62
年
４
月
　
社
会
学
科
増
設（
定
員
60
名
）

昭
和
41
年
８
月
　
新
校
舎
完
成
。
現
在
の
市
役
所
地
内
か
ら
上
谷
１
６
６
６
番
地
の

現
在
地
に
移
転
。

昭
和
38
年
４
月
　
英
文
学
科
設
置（
定
員
50
名
）

昭
和
35
年
４
月
　
都
留
文
科
大
学
開
校
　
文
学
部（
初
等
教
育
学
科
定
員
50
名
、

国
文
学
科
定
員
30
名
）

昭
和
30
年
４
月
　
都
留
短
期
大
学
開
校（
初
等
教
育
科
定
員
50
名
、
商
経
科
定
員
50
名
）

昭
和
28
年
４
月
　
山
梨
県
臨
時
教
員
養
成
所
設
立（
１
年
制
、
定
員
50
名
）

４
月
　
大
学
院
文
学
研
究
科
英
語
英
米
文
学
専
攻
増
設（
定
員
５
名
）

平
成
10
年
３
月
　
文
学
専
攻
科
英
文
学
専
攻
廃
止

12
月
　
中
国
湖
南
師
範
大
学
と
交
換
留
学
協
定
締
結

４
月
　
大
学
院
文
学
研
究
科
開
設（
国
文
学
専
攻
定
員
５
名
、
社
会
学
地
域
社

会
研
究
専
攻
定
員
５
名
）、
日
本
語
教
員
養
成
課
程
開
設

平
成
７
年
３
月
　
文
学
専
攻
科
国
文
学
専
攻
廃
止

平
成
５
年
４
月
　
比
較
文
化
学
科
設
置（
定
員
80
名
）

平
成
３
年
４
月
　
文
学
専
攻
課
程
設
置（
教
育
専
攻
定
員
10
名
、
国
文
学
専
攻
５
名
、

英
文
学
専
攻
５
名
）

平
成
16
年
２
月
　
新
図
書
館
完
成

平
成
15
年
４
月
　
大
学
院
文
学
研
究
科
臨
床
教
育
実
践
専
攻
増
設（
定
員
５
名
）

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
新
設

平
成
12
年
４
月
　
大
学
院
文
学
研
究
科
比
較
文
化
専
攻
増
設（
定
員
５
名
）

10
月
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

『
都
留
文
科
大
学
創

立
五
十
年
記
念
誌
』が

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

50
年
の
歴
史
が
つ
づ

ら
れ
た
記
念
誌
は
、
大

学
図
書
館
・
市
立
図
書

館
・
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
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当
時
私
は
23
才
で
郵
便
局
の
給

料
は
１
万
円
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
都
留
市
は
人
情
も
厚

く
住
み
良
い
街
だ
と
思
い
ま
す
。

都
留
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

会
長
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

は
市
制
50
周
年
を
祝
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ま
つ
り
を
合
同
で
開
催

し
、
お
祝
い
し
た
い
と
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の
方
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
時
は
、
む
し
ろ
旗
を
立
て『
合

併
反
対
』を
し
て
い
た
人
が
い
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
市
に
な
っ

た
こ
と
で
街
が
整
備
さ
れ
、
住
み

よ
く
ほ
ん
と
う
に
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
古
渡
入
口
〜
鹿
留

発
電
所
ま
で
の
桜
並
木
が
な
く
な

っ
た
こ
と
は
さ
み
し
い
限
り
で
す
。

今
後
望
む
こ
と
は
、
各
地
域
に
子

ど
も
達
が
の
び
の
び
遊
べ
る
よ
う
な

所
が
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

当時高校2年
だった私は「東
桂村が市にな
る」と聞き、うれ
しく感じたことを
記憶しています。
勤めていた頃は
『出身が城下町
都留市』というと
皆から一目おかれていました。そんな
都留市に誇りをもっています。これか
らも自然を大切にし、気持ちがいい、
きれいな住みよい街であって欲しいと
願っています。今、自治会では、ごみ
問題に真剣に取り組んでいます。

当
時
中
学
生
だ
っ
た
私
に
は
夢
が

あ
り
ま
し
た
。
で
も『
ま
だ
進
学
す

る
人
は
少
な
く
、
ま
ず
は
働
い
て
家

の
こ
と
を
考
え
る
』そ
ん
な
時
代
で

し
た
の
で
、
市
に
な
る
こ
と
に
対
し

て
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昔

は
大
家
族
で
秩
序
が
あ
る
家
庭
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
市
に
は
、
各

種
委
員
会
な
ど
で
協
議
さ
れ
た
内
容

な
ど
が
も
っ
と
市
民
に
浸
透
し
て
い

く
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

父が東桂の役
場に務めていま
した。当時合併
の話は父から聞
き、何かさみし
い気持ちになっ
たことを覚えて
いますが、今で
は合併してよか
ったと感じています。
時代は変わりましたが、子ども達
には団結力と思いやりをもって欲し
いと思います。今また合併の話を聞
きますが、大きい市になって、より
よい街づくりをしてもらいたいです。

27
才
だ
っ
た
私
は
市
に
な
る
こ
と
に

大
き
な
希
望
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
市

に
な
っ
て
年
々
便
利
な
世
の
中
に
な

り
、
特
に
盛
里
地
区
は
リ
ニ
ア
が
走

っ
た
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
色
々
な
所
で
男
女
共

同
参
画
が
活
発
に
な
り
、
女
性
の
会
長

な
ど
が
も
っ
と
増
え
、
老
人
が
活
躍
で

き
る
場
、
楽
し
め
る
場
を
も
っ
と
増
や

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

合併当時の思い出や50年を振り返っての感想、今後の都留市に期待
することなど10人の方々にそれぞれの思いを語っていただきました。

私が小形山
にいた娘時代
に、合併問題
で、田野倉地
区が問題にな
っていたよう
でしたが、谷
村を中心に立
派な市に発展
して、本当によかったと思っています。
時代が変わり、男女共同参画時代で少
子問題や高齢化対応など難しい問題が
いっぱいありますが、皆で知恵と力を
出し合って、温かい住みよいふるさと
づくりをしていきたいと思います。

合併当時は中
学校に入学した
時だったので、
市になることに
対してあまり実
感はありません
でした。
振り返って感
じることは、子
ども達が外で遊ばなくなり、親が怒ら
なくなってきているように思います。
子ども達には人の痛みがわかる子ども
に育って欲しいと思っています。
各地域の昔の町名は大事にして欲し
いです。

むしろ旗を立
て『合併反対』を
叫んでいた人達
に対して、分村
反対の大会に友
だちと参加した
覚えがありま
す。あの頃はも
う戦後ではない
と言われていましたが、まだまだ物質的
に貧しかったが、人と人との心の付き合
いがありました。今の時代は人の痛みが
分からない人が多いように感じます。高
齢化社会の今、生涯学習・スポーツの振
興を積極的に進めてほしいと思います。

合併当時、や
はり田野倉地区
の分村問題を思
い出します。合
併してからも1
町4村が、地区
の輪を取り除い
た街づくりがで
きるのか不安で
した。しかし、皆が新しい市を作って
いこうという気持ちが、今日の都留市
の発展になっていると思います。今後
は、活力あるまちづくり、誇りをもて
る街を目指し、新しい世代へ引き継い
でいきたいと思います。
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